




Study on the Space by an Analysis of Human Movement (part 23) 
Case of fundamental Movement 
















































ぬ~ I!:かけ) _a，長 (C知} 体重(k3) f量向 (c例)
A 21 1GB G2 88 
B 2 1 1'70 53 8ワ
C 22 172 62 守2
D 21 lワ3 58 g 0 
E 21 176 02 q 0 
F 21 160 50 85 
b.女子
高~ 昇中(才〉 息長印刷 林壷 lkg) 産品川)¥
A 18 157 55 84- I 
B I B 15 B cj 83 
C 22 16 B 50 官b
D 24- 153 4-5 83 
E 21 150 45 83 




















レへ。 lレ 十寸 t レヘ，"I~ 主ヰ よヒ
。:5 3 ; 3 15 20 5 
10 2 ・4 25 5 
15 5 30 5 
20 o ; 6 35 3 ，う
25 0 ・6 40 。6 
30 。6 45 2 L!. 
35 2 4- 50 5 
40 E 20 : 25 2 ・4
4-5 o ; 6 30 5 
50 。 6 35 3 ・3
5 10 2 4 4-0 5 ・i
15 5 45 ヨ ヨ
20 5 50 4 2 
25 5 25 30 5 
30 。 6 ヨ5 4 2 
35 o ; 6 4-0 5 : 1 
40 5 45 4 ; 2 
45 5 50 4 2 
50 2 4 30 : 35 4 2 
10 15 3 : 3 40 E 
20 2 ヰ 45 6 : 0 
25 o -6 らO b 。
30 5 35 40 3 : 3 
35 。6 45 3 ・3
40 2 4 SO 3 ヨ
45 5 40 4-5 ヨヨ
50 ヨ ヨ 50 ら
一一一」
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表2 包絡面積相乗積実測結果 寝る・男子 〔単位:m4) 
下議問 A B C D E F 。 4. QSII 3.3322 4.36BI 5. J 20~ 5.082.5 3.6205 
5 3.8600 3.ワ別8 4. 5118 3. 7~98 3. 83% 4.1754 
10 4.0603 3.(;315 4..4620 4. 5430 3.7602 3.2022 
15 4..5765 3.4.127 3. 8624- 3.4187 3.774.5 3.6045 
20 4..2618 3.3165 3.5534 3.7435 3.5514 2.9760 
25 3.9165 3.1062 3.9813 ヨ.3294- 3.7107 2.6387 
30 3.7403 3.0671 2. 84qf 3.2291 3.7894 2.3725 
35 3.3477 3. 551q 5.303Q 3.3788 4..1569 2.2845 
40 4.5405 3.3678 3.5913 3.40% 3.7245 3.24-53 
45 3.7591 3.1901 3.6263 3.5637 4.0298 3.0735 
50 4.21337 3.3204 3.4803 3.2338 4.24.12 ヨー2125
表4全体対比順位 寝る・男子 (レベル単位:cm) 
以処 。 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 P Q 同再 イ立。 国 2 。。。 2 。。 0." q 1 
5 回 2 。。 Z 0.5 12 10 
10 ④ ④ 国 Z 。 。 2 国 3 20 q 
15 ⑤ ① 回 国 。2 3 22 B 
20 ⑦ ⑦ ④ ⑤ 2 国 ① 固 ① ケ 38 3 
25 ① ① ① ① ① ④ ⑦ ④ ④ q 44 2 
30 ① ① ⑤ ① ⑦ ① ④ ① ① ① 10 53 
35 ④ ① ① 国 固 Z 2 回 国 国 5.5 35 5 
40 ⑤ ⑦ ④ @ 国 国 D 30 6 
45 ① ① ⑤ ④ 国 2 。国 E ④ 6.5 ヨ5 斗
50 ① ④ 国 ① 2 2 。回 @ 2 ら ヨ0 6 
p: 0印 l 口印 0.5とじた小計値 Q:数値の!ff.釧通
表5 被験者別の順位(レベルによる) 寝る・男子 (レベル単位:cm) 
iU耳 A1 z ヨ 4 5 6 ブ 8 q 10 1 
A 3"5 30 45 5 25 10 20 50 40 IS 。
被
B 30 25 45 20 50 。 40 15 35 10 5 
験
C 30 50 20 40 45 p;: 25 。 10 5 35 
1 D 30 50 25 35 40 15 45 20 5 10 。
E 20 25 40 10 15 30 E 4ち 35 50 。
戸 35 30 25 20 4与 10 50 40 15 。 5 
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表6 表 5 による J順位 寝る・男子 (レベル単位:crn) 
以里空 2 ヨ 4 5 ι フ 巴 守 10 1 l晦イ立。 2 3 6 1 
5 ヨ 4 10 
10 4 守
15 4 巴
20 Z 4 3 
25 2 4 Z 
30 ヨ
35 2 3 4 
40 2 3 4 6 
4S 2 4 5 
うD Z 3 4 7 
L一一 l …ー
表7 包絡面積相乗積順位 寝る・男子 (レベル単位:crn) 
川車 イ立
骨格骨川雪組
表8 包絡面積相乗積順位 (レベル単位:crn) 
6 
i252013d5亡 Iー I 40 10 1 t; 
平聖 る
t工 予 40 15 2S 35 20 50 45 、ノLノ 5 |日
男 予 r;o 4-S 40 
/警 る|
35 
士工 手 40 Iコυ| |ム~ 1 
表9包絡面積相乗積 (指数による場合)
ぷミFhも竺 。 5 10 15 20 
~ J 100 q3 QO 自ワ 82 
寝苦
-Ir予 100 86 自ワ 76 64-
努 3 107 qァ
座る











30 35 40 L15 50 平均 川AYrvMIN 
72 83 '33 60 82 84 28 
82 78 75 64- 82 B4 22 
62 ワ6 7q 67 66 qO 55 

























跡直絡距離 (Ni) を側面積ゆれ幅 (Xi) ， 側面縦ゆれ
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図3包絡面積相乗積







il畏 男 子 -9: 子E耳 tdl 左肩 苅 H号正時書 b膝 E膝 .!:~ ifiA号 左右 泊牌 左H事 定感 走路
ヨ5 4"・50 1;0 50 so 2')・5 50 4S 50 月。 50 170 40.50 ら0
Z 50 45 45 45 25 50 4S ，1S 41) 4与 40 
ヨ 45 40 35 4-0 40 15 40.4-5 40 40 LlO 40 60 2ち 65 
4 40 ヨ5 40 25 35 20 35 35 ヲ与 65 ラ号 ヲ0・3与 4与
5 25 30 25 30 25 4O'4S 20 30 30 ヲ0 30 30 2S 
ι 30 20・25 30 20 30 30.35 25 25 2'7 2ち 2与 20 30 
ワ 20目15 20.11) 1':> 20 50 15 20 20 20 20 う1).4'7 iら
日 10 35 15 10 15 20 15 |ち 15 15 20 
q 。 5・15 5 5 10 30 5・10 5.10 10 10.1) 10 10 ら./0
10 5 10・0 10 E 35 ち E ら 10 
1 10 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
表1 軌跡直線距離順位 座る (レベル単位:cm) 
日訪 男 J 吊耳 左肩 右月号 左岸事 ;fj ~表
ち0 50 円。 月。 F泊 4Ji . 35
2 45 41) 41) 4-0 4-') 
てう 40 40 40 4可 40 40 
4 35 35 35 35 う与 '70 
5 25 ヲC 30 2与 30 30 
も 30 21) 2'5 30 2月 2月
ア 10， 1'5 20 20 1ラ 15 20 
日 ら 。 20 20 lら
q 20 ¥0 10 10 10 10 
10 S 0 J1; 5 ち 5 F 










士膝 E亘 右J高 左肩 j 丹署 7I M要 占膝 E 屠長
4ヲ '70 ら0 ち日 50 号。 円。 写。
4-0 4-0 4-0 40 4.') ω 品ち M 
35 4-') 40 4-'7 40 45 Z与 ヲら
50 ヲ5.ヲ0 35 ヲち ヲ5 ヲ与 40 4ら
30 20 ヲ0 25" ヲ0 ヲ5 2ら
25 2与 30 25-20 30 2与 30 ヲ0
20 20 21) 20 20 20 20 
1') l月 15 i弓 lち ¥0 i弓 11) 
10 10 10 10 10 lヲ 与，10 ラ.10
日 号 5 与 5 ち
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ニ.女子 起きる
~F 申書 1: 高やすい
ハ.女子・寝る





手重 lて 〈 い十 0
'F-~草作噂 i三〈い
τ~Iõ' 'i 10 1ら 20 Z月初努和初切。帥叫 O臥中3，( 0仰以 0仰 11
図8 アンケ ト 寝る (レベル単位:cm) 
ロ.男子 立つ










o 0 0 0 t，.<;t，凶古川 1>
o ( )0 
000--
I 1 10 
0'0τo 
0000 0 0 
o 0 0 0 
o ( )0 
000'-" 
o 0 
10 Jt7 7fJ 2~ 初第 M <1品切
。そ押主巧{三〈い
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図7アンケ ト 座る (レベル単位:cm) 





























































































204 中島 一~*1 . 
ClIから横ばい状態でほぼ類似している.アンケートをみ
ると，座りやすいとするのがレベル35CJ!lから45clIの範域
で，最小値がレベル40clIなのはまったく一致している.
5. 結び
包絡面積相乗積と軌跡直線距離との関係で， ミE住る、
が各部全部がほぼ密接な関係があったのに対し~~'Ì2
る、は膝を除いては共通点は見い出し得なかった.これ
は勺芝る、行為が，
対象寝面lこ近づく一→腰与とおろすー+足を床面まで持
ち上げ-→腰を中心lこ体を回転するー+ひざを伸して
座った状態ーう上体を寝面にたおす O~た状態)ーーテ
静止状態-→上体を持ち上げる-→体を回転するーーテ
足在地におろす(着地)一→立ち土るーート対象寝商か
ら離れる
といった動作の順序であるが，この動作はそれぞれ独立
しておらず，各人によってさまざまな動作状態で、行われ
る.その場合に手や足により身体バランスを保ちこの行
為を円滑に行うが，この手足が包絡面積相乗積に大きく
影響している.そのため膝に共通点を見い出せるが他の
部分では見い出せない.
またミ座る、行為を見ると，
対象座面に近づく-→腰をおろす一一、静止状態-→立
ち上がるー今対象座面から離れる
というように動作が単純で個人差はあまりみられなし
手足の中で特に足の影響ば少ない.このため包絡面積相
乗積と軌跡直線距離とが深い関係にあると考えられる.
またアンケートとの関係をみる時注意すべき点が2つあ
る. 1つl丸 、寝る、とミ座る、とではアンケートの意
味合いが多少異なるということである.これはた~i'!fる、
行為では寝やすいというのは，腰をおろし足をヒげる
建部謙治相
状態まで、で，それから寝Tこ状態(腰を中心に体を回転し
てから上体を寝面にたおす)までは高さに関係しない.
即ち寝た状態の良否はレベル以タiの他の要因による.と
乙ろがミ座る、行為は座った状態においてもレベルが座
りやすさの大きな要因となり得る，したがってアンケー
トと包絡面積相乗積との関係の扱いは 汁長る、と 、座
るミとで、は違ってくるものと考えられる. もう 1つはア
ンケートが寝やすさ，座りやすさという意識を直接聞い
ているのに対し，包絡前相乗積では空間i到実により寝や
すさ，座りやすきを間接的l乙判断しようとしたもので，
乙れは包絡面積相乗積が小さいものほど寝やすい，座り
やすいという仮定にたっているためである. r寝る・男
子」がわずかに差がでたのもこの2点を考慮すれば理解
できる.
以ヒのことより，
① 、寝る、行為はた座る、行為より個人差が比較的
大きい.
② 、座るミ行為において男子は女子より 5~10cJIl高
いレベルが適値である.
③ ミr:tIるミ・汁去るミ行為点の周辺が広い場合にお
いては，意識商で寝やすい，座りやすいとしている
レベルと空間規模が小さいレベルとはほぼ一致す
る.即ち空間規模が小さいのは寝やすい，座りやす
いという乙とと密接な関係にある.
④適値としては，
寝る・男子 レベル30~45cJIl
女子レベル30~45cJIl
座る園男子 レベル35~50clJl
女子レベル30~45CJIl
という結果である.
